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秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の
十
一
月
十

五
日
㈰
、
品
川
区
防
災
協
議
会
大
井
第
一
地
区

協
議
会
の
主
催
と
関
係
行
政
機
関
の
共
催
に
よ

り
、
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
会
場
は
、

例
年
の
大
井
競
馬
場
の
第
四
駐
車
場
で
は
な
く

大
井
競
馬
場
内
で
実
施
さ
れ
た
。 

こ
の
日
の
東
京
の
気
温
は
、
二
二
・
四
度
と

十
月
上
旬
並
み
の
陽
気
。訓
練
参
加
人
員
は
一
、

一
七
〇
名
と
防
災
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
伺

わ
れ
た
。
ま
た
、
今
年
は
、
小
中
学
校
の
校
長

先
生
以
下
教
職
員
の
皆
様
の
参
加
も
あ
り
、
今

後
の
協
力
体
制
向
上
に
も
繋
が
る
も
の
で
あ
る
。 

 

         

 

今
回
の
訓
練
目
的
は
、
防
災
資
機
材
の
使
用

訓
練
を
行
い
技
術
の
向
上
を
図
る
と
共
に
、
関 

連
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、「
自
分
た
ち
の
町

か
ら
被
害
者
を
出
さ
な
い
」
と
の
町
ぐ
る

の 

み

防
災
意
識
の
高
揚
を

る
と
い
う
も
の
。 

図

訓
練
は
、
各
町
会･

自
治
会
、
そ
の
他
参
加

者
が
数
班
に
別
れ
、
起
震
車
で
の
地
震
体
験
、

又
そ
の
揺
れ
の
様
子
を
見
学
、
消
火
器
を
使
用

し
て
の
初
期
消
火
訓
練
や
、
身
近
に
あ
る
も
の

で
行
う
応
急
救
護
訓
練
、
各
町
会
か
ら
代
表
者

一
名
が
参
加
し
工
具
を
使
用
し
て
救
出
訓
練
を

す
る
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
を
見
学
す
る
な
ど
、
真

剣
な
表
情
で
取
り
組
ん
で
い
た
。 

今
回
特
に
目
を
引
い
た
の
は
、
二
台
の
は
し

ご
車
の
間
に
張
ら
れ
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

横
断
幕
。
来
年
四
月
一
日
か
ら
住
宅
に
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

訓
練
最
後
に
、
日
々
の
訓
練
の
成
果
と
し
て

ミ
ニ
ポ
ン
プ
隊
・
区
民
消
火
隊
・
消
防
団
の
順

番
で
、
晩
秋
の
雲
ひ
と
つ
な
い
青
空
に
向
か
っ

て
一
斉
放
水
が
披
露
さ
れ
る
と
、
会
場
の
参
加

者
か
ら 

大
き
な 

声
援
と 

拍
手
が 

湧
き
起 

こ
っ
た
。 

十
一
時 

四
十
分
、 

訓
練
の 

終
結
宣 

言
が
な 

さ
れ
解 

散
と
な 

っ
た
。 
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六
町
会
合
同
学
校
避
難
所
訓
練 

鮫
洲
北
町
会
よ
り 

 
 

鮫
洲
北
、
北
浜
川
東
、
鮫
洲
南
、 

北
浜
川
仲
、
大
井
元
芝
、
鮫
洲
曙
、

計
二
百
五
十
名
の
大
集
合
。 

十
月
二
十
五
日
㈰
は
朝
か
ら

あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
九
時
三
十
分
町
会
の
の
ぼ
り

旗
を
先
頭
に
四
十
人
近
い
北
町

会
の
皆
様
が
鮫
浜
小
に
向
か
っ

て
の
行
進
で
す
。
本
日
の
六
町
会

合
同
避
難
訓
練
は
、
最
近
頓
に
地

震
災
害
、
豪
雨
災
害
の
被
害
が
各

地
域
、
世
界
各
国
に
も
た
ら
し
た

影
響
か
ら
、
皆
様
の
災
害
に
対
す

る
心
構
え
の
高
ま
り
も
あ
り
、
参

加
者
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

プ
ー
ル
の
水
の
浄
化
、
消
火
器

の
取
り
扱
い
、
受
水
槽
の
使
用
方

法
、
非
常
用
公
衆
電
話
の
取
り
扱

い
等
の
説
明
が
大
井
消
防
署
の

署
員
の
方
々
か
ら
あ
り
、
各
町
会

ご
と
に
活
発
な
意
見
交
換
が
飛

び
交
い
、
笑
い
含
め
て
の
楽
し
い

勉
強
会
に
成
り
ま
し
た
。
最
後
に

炊
き
出
し
訓
練
の
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
を
全
員
で
頂
き
、
二
時
間
が
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。 

幹
事
町
会
を
代
表
し
志
村
会

長
よ
り
「
本
日
の
皆
様
の
訓
練
を 

見
て
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。
不
幸

に
し
て
災
害
発
生
時
に
は
こ
の

教
訓
を
生
か
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
り

閉
会
致
し
ま
し
た
。 

我
が

 
  

大
井
元
芝
町
会
よ
り 

町
に
誇
れ
る
書
道
家 

 

今
秋
出
版
さ
れ
た
「
天
皇
・
皇

后
両
陛
下
・
ご
結
婚
五
十
年
記
念

大
特
集
」
を
読
み
ま
し
た
。
中
で

興
味
深
か
っ
た
の
が
、
皇
室
文
化

の
伝
承
を
担
う
宮
内
庁
書
陵
部
に

つ
い
て
の
記
事
で
し
た
。 

書
陵
部
に
は
、
図
書
、
公
文
書

の
調
査
研
究
、
管
理
、
修
補
、
公

開
を
行
う
図
書
課
が
あ
り
、
情
報

公
開
に
伴
い
、
貴
重
本
の
複
製
を

作
っ
て
い
る
の
だ
と
か
。 

複
製
は
原
本
の
上
に
食
品
用

ラ
ッ
プ
を
敷
き
、
そ
の
上
に
雁
皮

紙
（
ガ
ビ
シ
）
と
い
う
薄
手
の
和

紙
を
重
ね
、筆
で
文
字
を
写
す「
影

写
」
と
い
う
手
法
を
用
い
て
作
業

を
す
る
の
で
す
が
、
現
在
、
こ
の

仕
事
が
出
来
る
人
は
、
日
本
に
二

人
だ
け
と
の
こ
と
。
そ
の
内
の
お

一
人
が
、
当
町
会
梶
原
稲
荷
の
会

館
に
て
、
五
十
九
年
間
に
亘
っ
て

書
道
を
指
導
さ
れ
て
い
る
橋
本
香

陽
先
生
八
十
一
才
で
す
。 

町
の
誇
り
で
あ
る
と
共
に
、
個

人
的
に
も
弟
子
と
し
て
、
こ
ん
な

に
誇
ら
し
い
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

多
く
の
生
徒
さ
ん
は
、
生
涯
学

習
と
し
て
数
十
年
に
亘
っ
て
学
ば

れ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
も
こ
れ
も
、
香
陽
先
生
の

お
人
柄
に
依
る
所
で
、
先
生
は
一

人
一
人
の
上
達
や
習
熟
に
合
わ
せ

た
丁
寧
な
指
導
を
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
し
、
書
道
の
指
導
を
通
し
、

多
く
の
事
を
ご
教
授
下
さ
る
か
ら

で
す
。
今
後
も
先
生
に
は
お
元
気

で
、
益
々
の
発
展
を
と
心
か
ら
願

う
と
こ
ろ
で
す
。 
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地
引
網
大
会 大

井
立
会
町
会
よ
り

 
 

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
町
会 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
。
今
回
は
、 

三
浦
海
岸
で

 

地
引
網
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

地
元
漁
師
さ
ん
の
説
明
を
受
け
、 

参
加
者
五
十
七
名
が
力
を
合
わ
せ

て
網
を
引
き
ま
す
。
綱
引
の
要
領

で
後
ず
さ
り
し
、
さ
が
り
切
っ
た

ら
走
っ
て
一
番
前
に
出
る
、
の
繰

り
返
し
の
上
、
大
漁
な
の
か
波
が

強
い
せ
い
な
の
か
、
力
一
杯
引
い

て
も
少
し
づ
つ
し
か
動
か
せ
ず
、

汗
と
、
綱
に
つ
い
た
海
水
で
全
身

く
ま
な
く
し
ょ
っ
ぱ
く
な
っ
た
頃
、

や
っ
と
網
が
海
岸
に
引
き
上
が
り

ま
し
た
。 

網
の
中
は
、
ク
ラ
ゲ
や
毒
魚
の 

ゴ
ン
ズ
イ
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、 

そ
れ
を
取
り
除
く
と
た
く
さ
ん
の 

種
類
の
魚
が
あ
り
、
子
供
た
ち
が 

興
味
深
げ
に
覗
き
込
ん
で
い
ま
し 

た
。 み

ん
な
の
努
力
の
結
晶
で
あ
る 

お
魚
は
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
て
、 

海
岸
で
お
い
し
く
頂
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
三
崎
港
の
産
直
セ
ン

タ
ー｢

う
ら
り｣

に
よ
っ
て
、
お
み

や
げ
を
一
杯
買
っ
て
帰
り
ま
し
た
。 

 

参
加
者
の
ご
家
族
は
、「
当
日 

は
留
守
番
を
し
て
い
ま
し
た
が
、 

孫
が
、
帰
っ
て
き
た
途
端
に
楽
し 

か
っ
た
、
ま
た
行
き
た
い
と
、
興 

奮
し
て
話
し
を
す
る
の
で
、
よ
か 

っ
た
な
あ
と
思

。」
と
、 

い
ま
し
た

語
っ
て
い
ま
し
た
。 

ワ
ー
ク
シ

 
 
 
 
 

鈴
ヶ
森
町
会
よ
り 

ョ
ッ
プ
を
体
験
し
て 

  
 

 

        

去
る
三
月
十
五
日
（
日
曜
日
）、 

町
会
役
員
約
二
十
名
が
参
加
し
て

避
難
誘
導
訓
練
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
）
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

訓
練
は
Ａ
班
、
Ｂ
班
に
分
か
れ

て
南
大
井
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
か

ら
目
的
地
の
鈴
ヶ
森
小
学
校
の
間

で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

春
を
思
わ
せ
る
陽
気
の
中
で
、

要
援
護
者
（
頭
部
打
撲
、
腕
骨
折

の
設
定
）
を
車
椅
子
で
支
援
し
な

が
ら
出
発
す
る
と
、
普
段
何
気
な

く
歩
い
て
い
る
歩
道
も
注
意
し
て

見
る
と
玄
関
先
の
植
木
や
自
転
車
、

自
動
販
売
機
な
ど
、
通
行
の
妨
げ

に
な
る
と
思
わ
れ
る
危
険
箇
所
が

散
見
さ
れ
ま
し
た
。 

 

又
、
立
地
的
に
は
公
園
や
病
院

が
近
場
に
存
在
し
、
緊
急
の
際
に

は
有
益
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

車
椅
子
を
体
験
し
、
坂
道
、
道

路
の
段
差
な
ど
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
事
が
思
っ
た
以
上
に
難
し
い

と
実
感
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
事
前
に
準
備
し
て
の

避
難
訓
練
で
あ
っ
た
為
、
比
較
的

ス
ム
ー
ズ
に
実
施
で
き
ま
し
た
が 

予
期
せ
ぬ
災
害
時
で
は
パ
ニ
ッ
ク

に
陥
り
冷
静
な
避
難
行
動
が
出
来

る
か
心
配
で
す
。 

 

以
上
の
体
験
か
ら
、
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
て
常
日
頃
よ
り
家
族

ご
近
所
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
大
切
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し

た
。
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今
年
も
み
ん
な
大
活
躍
！！ 

｢

第
四
十
一
回
連
合
大
運
動
会｣ 

 

去
る
十
月
四
日
㈰
、
青
空
の
下

大
井
競
馬
場
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、

第
四
十
一
回
連
合
大
運
動
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
影
響
や
、
立
会
小
学
校
が
学

校
行
事
の
た
め
、
参
加
人
数
の
減

少
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
千
八

百
人
の
参
加
を
数
え
ま
し
た
。 

老
若
男
女
、
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー

の
連
続
で
、
濱
野
区
長
も
「
大
井

サ
ミ
ッ
ト
玉
入
れ
」
に
楽
し
そ
う

に
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

白
熱
し
た
町
会
対
抗
つ
な
ひ

き
は
大
井
南
浜
町
会
が
初
優
勝
、

町
会
対
抗
リ
レ
ー
は
大
井
海
岸
町

会
が
優
勝
し
ま
し
た
。
各
々
の
一

生
懸
命
な
姿
に
、
町
会
の
テ
ン
ト

も
熱
い
応
援
を
お
く
り
、
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
一
日
で
し
た
。 

実
行
委
員
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
。 

地
区
委
員
会
行
事 

  

毎
年
恒
例
に
な
り
ま
し
た
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
十
月
二
十
四

日
㈯
区
民
公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。 
 
 

浜
川
中
学
校
三
十
七
名
、
先
生

四
名
、
事
務
局
二
名
、
計
七
十
三

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

残
念
な
が
ら
鈴
ヶ
森
中
学
校

は
学
校
公
開
の
為
、
参
加
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
中
学
生
は
自
分

達
で
か
ま
ど
に
火
を
起
こ
し
、肉
、

ヤ
キ
ソ
バ
、
焼
い
も
な
ど
賑
や
か

に
焼
い
て
い
ま
し
た
。 

お
な
か
も
い 

っ
ぱ
い
に
な
り

 、

そ
の
後
ゲ
ー
ム 

を
し
、
後
か
た 

づ
け
、
と
秋
の 

一
日
を
楽
し
く 

過
ご

 

し
ま
し
た
。 

  

十
一
月
八
日
㈰
、
三
浦
海
岸
で

「
親
子
み
か
ん
狩
り
ハ
イ
ク
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

幼
児
二
十
二
名
・
小
学
生
五
十

名
・
大
人
九
十
三
名
の
参
加
者
が

電
車
で
現
地
に
向
か
い
ま
し
た
。 

比
較
的
暖
か
い
陽
気
の
な
か
、

食
べ
放
題
の
み
か
ん
は
酸
味
、
甘

み
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
内
皮
も
薄

く
て
食
べ
や
す
く
、
子
供
達
も
一

人
四
〜
五
個
程
食
べ
た
よ
う
で
し

 

た
。

 
 

そ
の
後 

は
海
岸
で
、 

各
自
持
ち 

寄
っ
た
お 

弁
当
を
食 

べ
、
ボ
ー
ル
遊
び
、
ゲ
ー
ム
な
ど

を
し
て
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

             
 
 

編 

集 

後 

記 
 
 

 

師
走
を
迎
え
、
街
に
は
ジ
ン
グ

ル
ベ
ル
が
流
れ
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
の
今
年
は
い
か
が
で

し
た
か
？ 

政
権
が
変 

わ
り
来
年
は 

少
し
は
良
い 

年
に
な
る
よ
う
期
待
し
、
皆
様
新

年
を
お
迎
え
下
さ
い
。 

（
編
集
委
員
一
同
）  

       

 

今
年
も
み
ん
な
大
活
躍
！！ 

｢
第
四
十
一
回
連
合
大
運
動
会｣ 

中
学
生
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会 

親
子
み
か
ん
狩
り
ハ
イ
ク 
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